











は参籠者の人 「わかやかなる女」 の問いかけに法師が答えるという設定になっている。女の質問は 「仏法の宝にてあらん事をきかばや」 というもので、これに対して法師はさまざまな例をあげながら「諸行無常を観じて仏法の宝を儲けること」を力説している。これを聞いた女は、法師の話がよほど身にしみたのか、 「まことにかくうけたまはるおりは、仏法より外の宝は侍らざりけり。今よりは、仏法を第の宝とおもひ侍るべし」 （巻第二 　六五頁）と語っている。
女の問いはさらに続く。 「さても、見六道衆生とかやのたまへるは、いづくを六道とは申ぞ」と。この質問に対し法師は、地獄・餓鬼・畜生・修羅・人・





















































































































































































①よみ人しらず 　②和泉式部 　③皇后宮肥後 　④よみ人しらず⑤藤原清輔朝臣



















































に身を助ける」 いうことを強調している。そして、最後はいつも 五首例証歌をもって結んでいる。以上 十門の概要であ が、特に次の点にも注意を喚起しておきた 。それは、十門中に「成仏」に関わる『法花経』の要文が多数散りばめてあり、それをもって「法花最第」を力説している、という特徴であ 。これ 後に大事 観点となるのでここで指摘しておきたい。
























































































































































































































を、 ここにおいて限りなく否定の方向で叙述していることになる、 ともいえるだろう。 『法花経』




























































そうすると、 『宝物集』の往生・成仏観は、 『往生要集』 それと酷似している 言えそうだ。


































































































理で、 極楽往生はその信解の帰結」 そして 「法華経を信解したものは阿弥陀仏 前に生ずることができる」 との結論に達したことになろう。そうすると、源信晩年の往生・成仏観は「法華経の信解が往生極楽の基本で、往生後は浄土で仏の知見に開示悟入する」というも であったと理解できるのである。
さて、 この往生・成仏観と『宝物集』のそれを比較してみると、 『宝物集』ではすでに見てきたように、 『法花経』 よる成仏と往生極楽は「師」と「経





























応の教法」という判断を示して た。第十門で法花経による成仏を最大限に強調し、法花最第とまで言い切った叙述などを考え と、これは大な軌道修正をしたこと なるのである。しか ながら、先掲の「念仏の功徳も……」の引用文の前後に次のようなくだりが記されているのである。
たとへば、武士のもとに、力つよくして矢をはしらかし、物をつよく射さする弓あり。主の武士これを愛し、是をおしみて、重き宝とおもへり。























をもつとめをこなふべきなり」 （傍線部分①） 、 「
法花・真言
































































。 （ 『十二問答』 ）
と記し、 「真言と法花経」の教理の最深最勝、すなわち、優れて深いことを認めて ることからもそれは知られるのである。
こうした点を念頭に置きながら、 『宝物集』の「真言と法花経」のくだりに戻 と、なにゆえ『宝物集』の作者が「真言と法花経」の取り扱 や位
置づけで揺れるのかが理解できるのではなかろうか。 「真言と法花経」の扱 や位置づけに慎重であったのは、独り『宝物集』の作者 みで った
第二種七巻本『宝物集』の往生観・成仏観
七
ことが理解できるのである。 おそらく 『宝物集』 の作者は、 「真言と法花経」 の教えの深さや功徳の大きさについては法然同様認識していたのであろう。 『宝物集』では「法花経には、法花経をたもちて成仏すべしととき、真言には、真言の力によりて仏に成るべしと侍るめれば、成仏の道いづれと申べくも侍らねども」と記してい 。しかし、 時代は大きく念仏の専修による往生に傾いている時であった。 『宝物集』 「往生・成仏観」もその中で揺れつつ、念仏による往生に移行 たものと推測されるのである。ただ次のような事実は大いに注目すべき点であろう。すなわち、最後の第十二門「弥陀を称念して仏道を成べし」の段には、 前段第十門であれほど引用された『法花経』の要文は切記されていない、 という事実である。これは揺れつつも『宝物集』の作者が至り着いた往生・成仏観 自然の帰結なのだろう。
以上、 『法花経』による成仏観の揺れと時代の思想について、法然の『選択集』や『十二問答』の節を援用しながら私見を述べてみた。さて、第二種七巻本『宝物集』の往生・成仏観の斑について考察し縷々私見を述べてきたわけであるが、最後に簡単にまとめておきたい。まとめ
は大方つぎのようになるのではなかろうか。①第十門では、 『法花経』が諸経中最第で、その利益も甚大であることを強調し、 「受持・読・誦・解説・書写の五種法師 行や聴聞で疾く成仏（速
疾成仏）ができる」あるいは「法花経を行じて 極楽ができる」という成仏観・往生観を示していた。




④こうした往生・成仏観に至った背景 聖道門 教 対す 時機不相応観や、易行易修の浄土門の流布が認められる。しかし、 『宝物集』には、「法花・真言」による成仏観の揺曳も垣間見られ、揺れていることが認められる。⑤以上から、第二種七巻本『宝物集』の往生・成仏観は 時代の流れや社会の変化を鋭敏に感じ取りながら、 「法花・真言」を揺曳しつつも 念仏による極楽往生観に立ち、そして往生後は、五十二位の修行を通しての成仏 考え た
とまとめることができよう。














時ともに第九門「臨終」第十門 善知識」となっており、対応した叙述となっている。 『第二種七巻本』との関連で気にな ところもあるので、簡単に私見を述べておきたい。 『第種 （元禄本） 』の成立については山田昭全氏の卓説がある （ 「 『宝物集』 元禄本の成立」 〈 『大正大学大学院研究論集』第二〇号 　平成八年三月〉 ） 氏は『宝物集』の歌群をブロックに分け、ブロック毎に三巻本、七巻本、平活本、元禄本 順に比較なされた結果 「元 六年 出版されたいわゆ 元禄本は、そ 巻から三巻まで 三巻本（上、中）と平活本とを合体させた混合本であり、四巻以降は七巻本（五、 六、 七）と三 （下 と平活本の三本を合体させた混合本 あるこ がわかった」 結論されている。氏 論述は詳細をきわめ、説得力に富み首肯されるものであるが、十二門開示時の順序に関しては矛盾するもの なってい 。すなわち、山田説に従うならば、 「元禄本」の編者は、十二門開示時の
くだりは「片仮名古活字三巻本」と「平仮名古活字三巻本」を見ながら書写していたことになるので、第九門 善知識」第十門「臨終」としなければならないのである。しかし 文は第九門 「臨終」 第十門 「善知識」となって異なっている。開示時に第九門「臨終」第十門「善知識」とする本文は、 「平仮名古活字三巻本」を含め主要伝本にはなく、独り「元禄本 のみとなっ る。こうした異同をどのように考えればよいのであろうか。私見を述べてみたい 山田氏の考察は広範囲の比較をもとに行っており、その結論は説得力が り動かない。山田氏の説に従いながらその異同理由を推察すると、次のように考えるのが最も自然である うだ。すなわち 元禄本の編者は巻七の段を七巻本と三巻本 （下） と平活本の三本を参照しながら 纂して た。 ところが、この三本間に異同が こ 気づき、七巻本 実際の叙述順序 従って「元禄 」の「開示時の順序」を改めたという である。私は今のところ以上のように考えて る。（（）石田瑞麿 『中世文学と仏教 交渉』 （春秋社 　昭和五〇年七月） 四四頁。（（）方便品第二 「二乗作仏」と提婆品第十二の「女人成仏」は 古くから多くの人々によ 重視され、法華経の大きな特徴となっている。特に二乗作仏を明言した経典は法華経以外にない されていた。切衆生の成仏を強調したくだりとして注目されよう。（（）坂本幸男 　岩本裕『法華経（上） 』 （岩波書店 　昭和五三年

月）






（（）坂本幸男 　岩本裕『法華経（下） 』 （岩波書店 　昭和五三年四月）六四頁。（（0）「第十、法花経を修行して仏に成べし」の条には、 「受持・読・誦・解説・書写して、疾く仏になり給ふべきなり とあり、法華経行者の「速疾成仏」が記されている。ところで、 『宝物集』が記すところのこのような考え方、すなわち、法華経による速疾 仏の思想は、日本では伝教大師最澄の著作にみえるのが最も早いという。こ 点について花野充道氏は、















































































































































































































































































































































































































































































































































ある。（（（）石田瑞麿『往生要 （日本思想大系６ 　岩波書店 　昭和五三年二月）七五～七七頁（（（）石田瑞麿著『例文仏教語大辞典』 （小学館 　平成九年三月）の「五十二位」の項の解説によ 三〇九頁。（（（）『菩薩瓔珞本業経』 （ 『大正新修大蔵経』第二四巻 律部三 　
〇〇
頁中～〇二三頁上）（（（）『妙法蓮華経玄義』 （ 『国訳切経』経疏部）五六頁。（（（）「無生忍」は、 『大乗義章』 （ 『大正新修 蔵経 第四十四 　七〇二頁上）に「無生忍者。通亦遍在。別則不定。如龍樹説。初地已上亦得無生。若依仁王及與地經無生在於七八九地。 」とあることから、 「十地」中の第七・第八・第九に相当することが知られる。 「十地」中の 七・ 八・
































（（（）藤堂恭俊氏は義山良照の『円光大師行状画図翼賛』巻四十五の記述を手がかりに、禅勝房と法然との出会いを建仁二年（二〇二）二十九歳の時とされ、 「禅勝房が に参見した年は『選択集』撰述後五年にあたり、勢観房源智が十二歳にして法然の膝下に入室してから八年後のことである。つまり 法然七十歳の きに、禅勝房の不審に対して解答を与えられたことになる。ということは、こ 問答 円熟された時期における法然 思想材というべきであろう」と論じられている（ 『藤堂恭俊博士古稀記念 　浄土宗典籍研究研究篇』 〈同朋社出版 　昭和六三年月〉三八三頁） 。（（0）『十二問答』 （ 『昭和新修 上人全集』 　平楽寺書店）六三三頁。（（（）註
（（（）に同じ。八八頁。
（（（）註
（（0）に同じ。六三三頁。
